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 第 1 章では本論文の背景および目的，構成を，第 2 章では本論文で扱っている液晶について，第
3 章では分子シミュレーションの基礎理論ついて説明している．第 4 章から第 7 章に結果を示して
いる． 










 第 6 章では，原子レベルのモデル液晶分子を用いて棒状液晶分子の分子動力学シミュレーション








 最後に第 8 章で研究全体に関する結論を述べている． 
 以上要するに，本論文の著者は，分子シミュレーションを用いて液晶の相転移や核生成の研究を
行った．また，それらの計算に必要となる液晶分子の分子動力学シミュレーションの高速化に関す
る研究を行った．その成果は，粗視化モデルを用いて液晶の物理現象を明らかにするだけでなく，
原子レベルの液晶分子のシミュレーションを高速に行うため研究に寄与するものであり，工学分野
への応用が期待できる．よって，本論文の著者は博士(工学)の学位を受ける資格があるものと認め
る． 
 
 
学識確認結果 
 
学位請求論文を中心にして関連学術について上記審査委員で試問を行い，当該
学術に関し広く深い学識を有することを確認した． 
また，語学（英語）についても十分な学力を有することを確認した． 
 
